
■ ネットワークトラフィックの傾向を基にした未知の攻撃対策
・リスクの高いネットワークアクティビティのエンドポイントをスコアリング

・ネットワークアクティビティを新たに開始したエンドポイント

・トラフィックのアノーマリ検知

■ アプリケーションレベルのネットワークデータの可視化
・アプリケーションごとのトラフィック傾向の把握や分析

・帯域を大幅に消費しているアプリケーション

・帯域を大幅に消費しているエンドポイントペア

■ セキュリティ製品と連携した高次元のセキュリティ管理
・ネットワーク型 IPS（McAfee Network Security Platform）と統合連携した運用

特徴

構成イメージ

McAfee Network Threat Behavior Analysis 
Virtual Appliance

ネットワークの可視化を
次のレベルへ

Network Threat Behavior Analysis（NTBA）はスイッチやルーターからのフローデータやNetwork Security 
Platformからの情報をもとに、ネットワークデータに潜む重要な情報を可視化します。

※ 本製品の提供に関して

McAfee Network Security Platform の管理マネージャーのライセンスを保有し、 サポート契約が有効なお客様が 1 仮想インスタンスをご利用

いただけます。 1 仮想インスタンスで連携可能な McAfee Network Security Platform のセンサーは 2 台となり、 フローデータを受信できるの

は 2 台のセンサーを含め最大 64 台の機器となります。 対応しているフローデータの形式は事前にご確認ください。



■ ダッシュボードで重要な情報を確認

■ 詳細なトラフィック傾向を把握
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●製品、サービスに関するお問い合わせは下記へ

ネットワークの可視化、調査、分析を支援

アプリケーションのトラフィック傾向を可視化

Inbound、 Outbound 別、 アプリケーション別にトラフィック傾向を確認。 下部のチェックボックスを選択し、 アプリケーション単位でトラフィック

の表示／非表示を選択が可能。 また、 グラフにマウスオーバーし、 詳細情報の確認が可能。

新たに通信を始めたエンドポイント

これまで通信トラフィックが確認できなかった

エンドポイントが通信を行った場合、 そのエンド

ポイントの情報をリストアップ。

リスクの高いアクティビティのエンドポイント

トラフィックの傾向を収集し、 リスクの高いアクティ

ビティを行っている可能性のあるエンドポイントを

表示可能。

頻繁にネットワーク上で確認されたファイル

ネットワーク上でアクセスされているファイル

情報の確認が可能。

帯域を大量に消費しているエンドポイント

帯域を大量に消費しているエンドポイントの情報 （Inbound/
Outbound ペア） の確認が可能。

Internet Explorer, 
Realplayer, Skype を非表示


